
2023年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL01823B25）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

タイ G157 日本語教育 20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/2 ・2024/3 ・

2025/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育省

2）配属機関名（日本語）

パンピッタヤーコム中高校

3）任地（ チェンライ県ムアンパン郡 ） JICA事務所の所在地（ バンコク都 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+車 で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、チェンライ県郊外のムアンパン郡にある公立の中高一貫校で、生徒数は約1,800名、教員数は約200名である。
外国語の選択科目として高校生より採用されている第2外国語は、日本語及び中国語となっている。日本語学習者数は各
学年により様々で、日本語授業数は各学年週10時間である。
以前は、中学生に対しても選択科目として週2時間、また全生徒に対して週1時間の日本語教育を実施してきたが、コロ
ナ禍以降、実施されていない。学校のホームページはこちら 学校のFacebookページはこちら

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先は、2名のタイ人日本語教師により日本語教育が実施されているが、うちひとりは保健体育教師を兼ねており、ま
たコロナ禍以降は、オンライン授業の実施、感染対策など教員の負担も多く、すべてが対面授業に戻った現在も、中学
生向けの選択科目をなくすなど縮小を余儀なくされており、全体として日本語の履修者も減少傾向にある。また、教師
もこの状況から自身の日本語教育レベルの向上に課題を認識している。
今後、中学生向けの選択科目、全生徒向けの日本語教育を再開したい意向であり、日本語学習者数の増加も期待される。
学習者の日本語能力の向上のみではなく、日本語教師の日本語教授力の向上のために本要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. タイ人日本語教師とのチームティ―チングを通じて授業の実施支援を行う。(1コマ50分、週約30コマ)
2. 授業や学校行事などにおいて、日本文化を紹介する。
3. 日本語コンテストにおいて指導・助言を行う。
4. 日本語キャンプへ同僚・生徒とともに参加し、支援する。
5. タイ人日本語教師の日本語教育能力向上を支援する。
6. 可能な範囲で他校の隊員や日本語教育関係者と緩やかに連携し、情報交換やイベント企画・実施等の協力活動を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

日本語教材『あきこと友だち』シリーズ1～6 (※国際交流基金によるタイ人日本語学習者向け教材)、PC、プリンター、
プロジェクター、日本文化紹介用物品

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚: タイ人日本語教師2名(女性:日本語能力試験N2、教授経験10年、日本留学2年間/女性:日本語能力試験N4、
教授経験5年、日本留学経験なし、保健体育教師兼任)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://sites.google.com/phanphit.ac.th/ppk/
https://www.facebook.com/phanphit


活動対象者: 高校生約30名(1～3年生各5～15名程度)

5）活動使用言語

タイ語

6）生活使用言語

タイ語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)又はタイ語(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（日本語教育に関する資格）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：大卒以上の同僚と協働するため

[経験]：（実務経験）2年以上　備考：実際に授業を行う
ため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯モンスーン気候）　気温：（15-37℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
同僚日本語教師はいずれも日本語が一定程度できるが、活動上も生活上もタイ語が必須。2学期制(5月～9月、11月～3
月)。タイの住居は、キッチンや洗濯機がない住居が一般的。

【類似職種】
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